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V. むすび

しはじめに

歴史的町並みりの保存という概念が広く認

識されるようになって久しい。近年では全国

至る所で「小京都Jや「小江戸」と称される

歴史的町並みが名乗りをあげ，地域振興策の

一翼を担っている。

その契機となったのが昭和50(1975)年7

月の文化財保護法改正である。ここで「伝統

的建造物群Jという概念が導入され，歴史的

町並みは文化財のーっとして位置付げられた。

そして今日まで，主として都市計画や建築学

.土木工学などの工学的アプローチにより，

歴史的町並みの保存・整備に向けた実践的・

計画的な研究が累積され，多くの実りある成

果を生んできた九

また，近年では歴史的町並みが観光地とし

小堀貴亮

て定着したことにより，それに関する地理学

的な研究も散見されるようになった九二通4)

は，長野県妻龍・馬龍について保存修景観光

集落として，観光地化に至る概略をまとめて

いる。山村5)は，岐阜県高山市や山口県萩市

を事例として観光地化の概略を述べるととも

に，修学旅行を例にとって，地理教育との関

わりについても論及している。福田6)は，沖

縄県竹富島の「赤瓦の町並み」における町並

み保存について，伝統文化の創造という観点

からそのプロセスを考察している。小堀・宇

野ηは，埼玉県川越市の「蔵造りの町並み」

における町並み保存の概略を述べるとともに，

近年顕著になってきた観光地化についても論

及した。浦8)は，大分県の小京都と呼ばれる

都市(臼杵・杵築・佐伯・高田・竹田・中津

・日田)を対象に， r観光地の魅力測定法J

という手法を用いて，様々な視点から各都市

の観光地としての魅力を診断している。

このような中で，歴史的町並みについて，

その形成過程を考察しようとする研究は少な

い。そこで，本稿では現在の歴史的町並み景

観の形成過程について，最も基本的な景観構

成要素である伝統的建造物と景観形成の主体

である商業活動の変遷過程を通して考察する。

さらにそれをふまえて，現在の歴史的町並み

の地域的特性や保存の現状についても検討し

たい。

研究対象地域として，千葉県佐原市佐原地

区(以下，当該地区を佐原とする)を選定し
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た。千葉県北東部，利根川下流の水郷低地に

位置する佐原は，江戸時代から昭和初期にか

けて利根川の舟運によって繁栄した一大商業

都市であった。中心部には現在でも当時を偲

ばせる町家や土蔵が群をなし，見事な歴史的

町並みを形成している。図 1はその概観図で

ある。本稿でいう歴史的町並みは，重要伝統

的建造物群保存地区(以下，重伝建地区と略

す)内の香取街道沿い(下宿・下分・新橋本

・本橋本・上仲町)，および小野川沿い(新

上川岸・本町・若松町・田宿)の各町並みを

指す九その範囲は忠敬橋を中心に，南北に

流れる小野川沿い約700m，東西に走る香取

街道沿い約1000mと広く，早い時期から町

並み保存の対象として注目されてきた。昭和

49 (1974)年に文化庁の町並み保存対策調査

の対象として取り上げられて以来，徐々に地

域内外の人々にも認識され，平成 8 (1996) 

年12月には，文化庁の重伝建地区に，関東地

方で初めて選定されるに至った。また近年で

は伊能忠敬ゆかりの地ということで「地図の

町・佐原jとして，あるいは江戸情緒あふれ

る歴史的景観がよく残されていることから

「北総の小江戸」として観光振興策を図って

おり，重伝建地区選定と相まってその名を全

国的に知らしめつつある。

しかし，実質的な町並み保存の歴史は浅く，

観光地化や修景整備は始まったばかりでまだ

行き届いていなしユ。換言すれば，現時点で

は擬装的に手が加えられた部分が少なく，自

然な形態をよく保っている町並みであるとい

える。また歴史的町並みに関する先行研究を

概観しても，佐原の事例研究はまだ見られな

¥')0 

研究方法は，まず既存の文献によって町並

みの萌芽期から現在に至るまでの歴史的背景

について考察する。続いて，町並みを構成す

る主要な建造物および長年佐原商業を支えて

きた老舗を中心とした商業活動の変遷につい

て考察する。そしてそれらの結果が，現在の

歴史的町並み形成にいかなる作用を及ぽして

きたかを検討する。同時に今日の建造物の修

景事業や老舗継承の動向を明らかにし，町並

み保存の現状についても論及したい。

。」ー→~Om

図1 研究対象地域
(注)国土地理院 1/25000地形図， r佐原東部Jr佐原西部J(1997年)図幅を改図して作成。
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II.町並み形成の歴史的背景

(1)河港商業都市としての繁栄

佐原に初めて町家を中心とする都市的な集

落が形成されたのは中世末期といわれている。

「伊能三郎右衛門家文書」によると，天正8

(1580)年には新宿に六斎市が聞かれたこと

が記されている 10)。また，慶長13(1609)年

には，幕府領小給所として上宿組・下宿組・

浜宿組・本宿組・仁井宿組に分かれ， 4人の

旗本によって分割支配されたことが記録され

ている 1九図 1で現在と対応させると，下宿

組は現在の下分付近，浜宿組は本町・浜宿付

近，本宿は本橋本付近に当たる。また，上宿

組および仁井宿組は，本稿の研究対象地域か

ら外れており図 1には示されていないが，上

宿組は香取街道沿い下宿から約300m西方の

上宿付近，仁井宿組は香取街道沿い上仲町か

ら約700m東方の仁井宿付近に該当する。そ

して当時から，小野川左岸の上宿・下宿は新

宿と呼ばれ，右岸の浜宿・本宿・仁井宿は本

宿と呼ばれており 12) この時代既にほぼ現在

の町並み形態が形成されていたことが推察で

きる。

近世に入ると，新田開発や商業活動が促進

され，大名や領主も特産物の開発や産業の奨

励を始めた。また，江戸への水運路確保など

を主目的として利根川の瀬替えが行われたこ

とにより，利根川の流量と流域が増大し，江

戸への航路が確保された13)。これによって佐

原は利根川舟運の拠点として発展し，周辺に

は比類のない一大河港商業都市として繁栄し

た。小野川沿いには，有力商人により営まれ

た倉庫業の名残や河岸の施設としての「だ

しJ14)が今もなお残存している。

江戸時代，佐原における産業の中心をなし

たのは，工業では寛文年間(1661-----1672年)

以来の酒造・醤油などの醸造業，商業では穀

物・呉服・その他の日常生活品の卸売や小売

業であった問。特に当時の基幹産業であった

酒造における労働力の供給は，佐原出身者の

他に，周辺農村地域や遠くは越後からと広く

多岐にわたっていた16)。

一方では新宿の六斎市も当時の佐原商業の

中核をなしていた。上宿・中宿・下宿の三宿

市が聞かれていたが，小野川舟運という地理

的条件によって三宿中最も活発な展開をみせ

たのは下宿商人であった。寛保2 (1742)年

の記録によると，規模的にも下宿商人が最も

多く，さらに慣習上下宿に属していた横宿・

かし(河岸)を含めると全体の72.1%を占め

ていた17)。また当時の人口規模も下宿組が最

も多いことから1ペ当時佐原の商業中心は下

宿にあったことがうかがえよう。この六斎市

には佐原各町の商人のみならず，他国からも

有力商人が集まり賑わいを見せていたのであ

る19)。
当時の佐原における繁栄の様子は，幾つか

の文献によってうかがえるが，特に安政2

(1855)年の『利根川図誌jには， r佐原は

下利根附第一繁盛の地なり。村の中程に川有

りて，新宿本宿の聞に橋を架す(大橋と云ふ)。

米穀諸荷物の揚下げ，旅人の船，川口より比

所まで，先をあらそひ両岸の狭きをうらみ，

誠に水陸往来の群衆，童夜止む時なし」と，

如実にあらわされている則。また，里謡にも

当時の様子を「お江戸見たけりゃ佐原へ御座

れ，佐原本町江戸勝り」と謡歌され， r奈良

屋弐百年』の中の「日本国中，正月の元日か

ら商売の出来るのは，伊勢の山田と下総の佐

原であるJという記述からもその股賑ぶりが

うかがえよう 200

(2) 商業活動の停滞と歴史的町並みの残存

明治時代に入っても江戸時代に引き続色

卸売や小売業・醸造業を中心とする製造業で

栄え，千葉県内でも屈指の商業都市であっ

た問。江戸時代の六斎市は廃止になったが，

明治中期になっても市が旧暦7月の盆の日に

聞かれていた問。
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明治時代以降，佐原の町の変容に特に大き

な影響を及ぽしたのは鉄道の開通である。佐

原に鉄道が開通したのは，明治31(1898)年，

成田鉄道株式会社により成田~佐原聞が開通

したときで，大正 9 (1920)年に固有化され

た。当時鉄道の開通は，利根川舟運の河岸場

として栄えた多くの都市を衰退の一途へと導

いたが，佐原に関しては，寧ろ鉄道駅から周

辺農村間の舟運による結節地点としての機能

を増した24)。さらに昭和 5 (1930)年には，

佐原港が第2種港湾の指定を受け，昭和前期

頃まで小野川による貨物の運送が繁栄し，河

岸通りが荷車や貨物で賑わった2ヘ
しかし，昭和 8 (1933)年に成田線が銚子

の松岸まで延長し，さらに同11年の水郷大橋

が開通すると，交通体系は大きく変化し，佐

原舟運も徐々に衰退に向かうこととなった問。

これを契機に佐原商業の相対的地位も低下せ

ざるを得なかった。また佐原駅が当時の中心

図2 佐原における底舗・公共施設の移動例

注 1)観光資源保護財団 (1983年)および現地調査
により作成。

2 )国土地理院 1/25000地形図、「佐原東部J r佐
原西部J (1997年)図幅を改図。

地から北西に離れた地に建設されたことによ

って，やがてその周辺が商庖街として繁栄す

ることになった。従って，中世以来，小野川

舟運によって佐原商業の中心を成してきた忠

敬橋周辺の旧市街地は，次第に商業活動の衰

退を余儀なくされ，市街地の移動が始まった。

昭和26(1951)年3月には，香取町・香西

町・東大戸村と合併して佐原市が誕生し，つ

いで同30年2月には第2次合併で新島村・津

宮村・大倉村・瑞穂村の 4村が加わり，公共

施設や道路などの都市計画整備が進められた。

これによって市役所を中心とする公共諸施設

が，駅北地区の新市街地用地に相次いで建設

され，さらなる中心地の移動が進んだ(図

2) 27)。ここに歴史的町並み地区は，商業活

動のさらなる衰退が進行すると同時に，周聞

の近代化から取り残される形で保存されるに

至ったのである。

建築年代

.IIF時代

.明治・前

墜麹明治後

w1i大半
医司昭和前
区亙昭和後
ロ平成およびf明

似加

」一一-'-一一」

図3 佐原重伝建地区における建造物の建築年代
別分布 (1998年)

注1)佐原市教育委員会 (1975年)および現地調査に
より作成。

2)明治時代は大火、昭和時代は高度経済成長を境

に、それぞれ前・後期に区分した。
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変遷の内容
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マ内部修理
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.蔵造り その他の建物

図4 佐原重伝建地区における建造物の変遷

(注)現地鶏査および観光資源保護財団(1983年)により作成。

洋風建築綴木造町家く〉

築年代別分布状況を概観したい。図 3は，昭

和50(1975)年の佐原市教育委員会による調

査報告書の原図に新たな調査を加えたもので

ある。これを見ると，香取街道沿いは明治25

(1892)年12月25日の大火の被害が最も大き

かったところであり，江戸時代の建造物は土

蔵以外ほとんど見られないが，大火以降，即

ち明治後期のものは蔵造りや町家建築を中心

によく残っている。中心性は消失したものの，

香取街道沿いは次章で述べるように従来から

III.伝統的建造物の変遷と保存修景

(1) 伝統的建造物の変遷

歴史的町並み形成の背景を知る上で，個々

の建造物の変遷過程を明らかにすることは重

要な手がかりをなす。ここでは佐原重伝建地

区内における町並み景観を特色づける建造物

を対象に，建築時からの変遷の様子について

検討したい則。

まず，現在の当該地区における建造物の建
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の事業を継承している老舗が多く，商業活動

と共に建物も生き続けてきたものと思われる。

また後述するような大正から昭和初期にかけ

て建築された洋風建築も混在しており，変化

に富んだ歴史的景観を形成している。小野川

沿いの町並みも，かつての河港商業都市とし

ての繁栄を偲ばせる「だし」とともに，江戸

や明治時代の土蔵や町家が局所的に残ってい

る。しかし現在では，商業機能を失い住宅地

となっている。それによって建物の転換も著

しし比較的新しい建物も多い。それらは，

主に昭和後期に建てられたものであり，伝統

的な様式を踏襲すべくもなく，全体的に統一

性に欠ける景観となっている。

続いて，このような町並み景観を形成する

個々の建造物が，どのような変遷過程を経て

きたかを検討したい。図 4は各建造物におけ

る調査結果をまとめたものであるzヘ聞き取

り調査が可能であった建造物は46軒で，うち

江戸時代に端を発する建造物が15軒もあり，

続いて明治建築が23軒，大正建築が5軒，昭

和初期建築が3軒である。明治25年の大火に

よって佐原中心部の町並みは大きな被害を受

け，江戸時代の建造物は土蔵造りのものを除

き大部分が焼失した。従って現在景観として

表出しているものにはその後再建されたもの

が多い。その際，防火建築として優れた蔵造

りの建築が相次ぎ，現在では佐原の景観を象

徴するものとなっている。

大正から昭和初期にかけては，それまでの

町家建築に加わりレンガ造りの洋風建築が見

られるようになった。特に大正3(1914)年

に建設された旧三菱銀行佐原支底本館は代表

的なものであるが，本調査対象の中にも 3軒

みられ，一つの特色を示している。昭和初期

頃までは，各時代の建造物が混在しつつも独

特の秩序が保たれていた。しかし昭和中期以

降，ちょうど高度経済成長期あたりから各建

造物において大きな変化が相次いだ。同時に

この頃は，従来の景観秩序が最も失われた時

修宣昭・修景事業内答

回徳川ぇ

. 外桜

口附似.刷F

O 同
⑨fI 

.判制I.u

O 桝

企 !lijll.P'1

。 100m
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図5 町並み保存に関する補助事業実績状況
(1994'-""1997年)

(注)佐原市の各年度資料および現地調査により作成。

期であるといわれている3へその要因として

周囲の近代化や乱開発の影響も考えられるが，

この地区は既にかつての中心性が失われてお

り，その影響は比較的小さい方であった。何

よりも佐原の地域中心都市としての地位低下

の中で，従来の伝統的様式の維持困難による

取り壊し(技術者の不足)や，周囲の近代化

への焦りによる，無秩序な眉舗の改装や看板

の乱立が大きいと考えられる。

1970年代になると，全国的に歴史的景観の

消失が問題とされ，歴史的町並み保存の概念

が生まれた。佐原もその対象のーっとされ町

並み保存の動きが起こり，何とか乱開発はく

い止められた。また中心性の消失は地域的な

大規模開発を阻止したため，結果的には多く

の建造物が古い状態のまま残存し，現在の町

並み景観が形成されたのである。

(2) 保存修景の現状

平成 6(1994)年の景観条例制定および修景

助成制度を契機に，徐々に街路景観の整備や
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表 1 大正3年の佐原における地区別業種構成

lx 
新 宿 本宿 川岸町]

新下下上中新横上 本上下寺田若 本上中下本

橋仲 橋仲仲 松 JIII JIII JII 川 市岸
本分宿宿宿町宿宿 本町町宿宿町 岸岸岸岸

銀 行 l l 1 l 

~ 社 1 1 1 l 3 l 

米穀肥料商 1 1 4 5 1 

医 院 2 1 1 1 1 1 

呉 nR 商 2 1 1 l 3 1 
洋物・洋服・袋物商 2 1 1 1 1 1 

玩 具 商 1 
時 計 商 2 
自 転 車 業 l 

薬局・染料商 l 1 1 2 1 
間 物 商 2 1 1 

書籍文具商 1 1 1 

乾 物 商 1 1 1 1 

荒物・金物荷 2 2 2 

材木・丸太商 1 l 1 1 1 

新聞雑誌社 1 1 
履 物 . 傘 I 2 
建設請負業 1 

陶 磁 器 商 1 
菓 子 商 l 1 1 
沼 . 醤油商 1 1 2 l 1 

油 商 1 1 l 1 

塩 商 1 1 1 2 

茶 商 1 l 

牛 乳 商 1 
魚 商 3 1 1 2 

鳥 商 1 2 

旅 人 宿 I 1 2 2 

牛 豚 商 1 l 2 

料 理 底 1 2 1 3 1 1 2 1 

注1)篠塚猶水編『佐原案内J (1914年)により作成。
2 )同資料を用いた表は、 1983年に観光資源保護財団によって既に発表されているが、ここでは業種構成をよ

り細分化し、地区を本調査対象地域内に限定した。

個々の建造物の修景事業が進められてきた。

ここで，修景助成制度以降の佐原の町並みに

おける建造物修景状況について，聞き取り調

査の結果を基に若干の記述をしたい(図 5)。

ここまで助成措置を受けた建造物は，平成 6

年度 4件， 7年度14件， 8年度14件， 9年度

13件が報告されている31)。また助成額はそれ

ぞれ964万円， 3754万円， 3958万円， 6967万

円となっており，その内容は，昔の建造物へ

の復元修理，足廻りや構造の補強，屋根およ

ぴ外壁の修景，色彩変更，看板や工作物の撤

去・修景，その他様々なアイディアによる改

築・増築など多岐にわたる。

既述したように，当該地区の建造物は大規

模な開発を免れており，多くの建造物は部分

修景によって蘇りつつある。しかし小野川沿

いの町並みにおいては，比較的大規模な修理

・改造も行われている。前節でも述べたよう

に小野川沿いには近代的な住宅が多く，香取

街道沿いに比べて歴史性に欠けている。面的
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保存という意味で，このような住宅も次々と

景観に配慮した修景が行われており，徐々に

景観の連続性を取り戻しつつある。また，電

柱の地下埋設も進んでおり，その他にも観光

客に配慮したトイレやベンチ・観光案内の設

置，ガードレールの擬木化など，擬装的では

あるが比較的大規模な景観整備が行われてい

る。

従って，現在の佐原における歴史的町並み

の景観構造について概観すると，香取街道沿

いを中心に高い歴史的価値を有する町並み景

観と，小野川沿いを中心に比較的修景が施さ

れている擬装的な町並み景観とに大別して捉

えることができょう。

N.商業活動の変遷と継承性

(1)商業活動の変遷

佐原の歴史的町並みは分類上，典型的な商

家群に属している。従って歴史的町並みの形

成過程は，伝統的建造物のみならず商業活動

の変遷過程の中に見出すことができょう。こ

こで，地区ごとに記述された資料が存在する

大正 3 (1914)年と，現在の当該地区におけ

る商業について比較考察したい。

表 1は大正 3年の地区別底舗分布状況であ

る問。これを見ると，香取街道沿い(新宿・

本宿)には，銀行や呉服・洋服・金物・陶器

・菓子・薬・書籍といった商屈が多く，当時

の繁栄がうかがえる。また小野川沿い(川岸

町)には米穀・肥料・薪炭・木材など，舟運

に依存し周辺地域との間で物資を集散してい

た商屈で繁栄していたのがわかる。この頃は

まだ，小野川の舟運が重要な役割を果たして

いたため，川岸町一帯はその名の通り河岸場

地区であった。第二次世界大戦前は，小野川

の物資運搬船が本川岸付近で荷の積み替えを

行ったため，材木問屋をはじめ，米穀商・醸

造業・造船業などの大規模問屋が小野川沿い

の町並み景観を形成していた。また，その背

後，即ち現在住宅地となっている所は水田地

業開構成

圃州 e 叩限叫

圃四川 e川 1

口議帥凶

圏 u;.品糊州

霊童飲食υI
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図6 佐原重伝建地区における業種構成(1998年)

(注)現地調査により作成。

帯であった制。

そのほか，江戸時代から佐原の産業の中心

であった酒や油・塩などの問屋は，立地を問

わず至る所に分布している。

このように大正期の商業を概観すると，主

として香取街道沿いと小野川沿いに機能分化

されている。即ち，香取街道沿いには商家・

職人など，小野川沿いには水運関係業者・大

規模問屋などに特徴づけられることがわかる。

では，現在の業種構成を見ると(図 6)， 

香取街道沿いにおいては大正時代のような業

種がそのまま見られるところも多く，そのほ

とんどが，後述するように江戸および明治時

代創業といった老舗である。中心性こそ失っ

たものの，これらの老舗は生活に密着した最

寄品や買回品が多いため，地域にとっても不

可欠な存在となっている。また近年の観光地

化を契機として，従来の事業に観光客向けの

土産品などを加えたところもあり，歴史性を

活かして集客性も増している。一方小野川沿

いでは，住宅が多くなっており，大正時代の
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表 2 香取街道沿いにおける商業活動の変遷過程(江戸末期~1999年現在)

江戸末期 明治22年 大正3年 現在(1999年)

事務用品
薬 薬 民家

鉄物 鉄物 金物 建築金物・一般鋼材
小間物 小間物 洋装生地販売
袋物 袋物 駐車場

銀行 生命保険
質屋・古着商 太物・呉服商 太物 呉服・綿・布・土産物

新 そば そば そぱ 飲食庖(そぱ)
回漕庖 回漕底 クリーージグ

書庖・和書出版 書底 書庖 書底
履物屋 事業所

料理庖 小間物
麹屋 荒物・畳表 荒物・畳表 荒物・畳表
鉄物 舶来物 舶来物 金物
小間物・醤油・糧 陶器 陶器 陶器・金物
菓子 菓子 菓子 菓子

太物 太物 婦人洋品・寝具
宿 毛糸・製品

荒物 荒物 建築金物・一般鋼材
酒・食品 酒・食品

時計 古書
油 古着 古着 民家
呉服・太物 呉服・太物 呉服・太物 駐車場

陶器・漆器 陶器・漆器
塩 荒物・畳表・雑貨 荒物・畳表・雑貨 畳材料・土産物

寝具 寝具 寝具 寝具
煙草製造販売・茶 茶 茶 茶

瀬戸物 眼鏡
玩具・書籍 飲食底(とんかっ)
銀行 洋品
種・苗 種・苗

薬 薬 薬 薬

本 荒物 建築資材 建築資材・土産品
土産品
家具販売

文具 文具 文具・事務機
雑貨 化粧品

荒物 荒物 荒物 荒物・雑貨
足袋 足袋 lF:金物

薬 2F:雑貨・美容室

乾物 乾物 乾物 雑穀・海藻・乾物類

薬 空家

宿 呉服 呉服 心身障害者存高展示販売

洋品 洋品 空家
化粧品

文具
銀行 銀行 銀行・観光案内
乾物 乾物 飲食底

石油製品 石油製品 石油製品

』ー
袋物 袋物 lF:洋品・ 2F:亨習塾

注1)佐原市 (1966年)、佐原市教育委員会 (1975年)、千葉県立房総のむら (1992年)、の各資料および

現地調査により作成。

2 )江戸末期・明治22年・大正3年の空欄は不明。

業種はわずかに残るのみとなっている。舟運 このように佐原では，周囲の歴史的変遷と

依存の商業機能を失うとともに，かつての庖 密接に，商業活動の地域的格差が顕著になっ

舗はほとんど廃業に陥り，代わって住宅地化

あるいは廃屋・空地化しているのがうかがえ

る。

てきたことが明らかである。

では，続いて現在の町並み景観を形成して

いる庖舗がいかなる変化のプロセスを経てき
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たか，既存文献を用いてたどっていきたい。

ただし，現在住宅地化した小野川沿いには庖

舗が非常に少ないことや，資料の制約上の問

題もあり，ここでは香取街道沿いの町並みに

限ることにする。

表2は，江戸末期から現在までの，香取街

道沿いにおける庖舗の変遅過程をまとめたも

のである34)。判明する限りではあるが，江戸

時代創業のところが16軒も認められる。特に

金物・そば・書物・菓子・呉服・寝具・茶・

薬・荒物・乾物の各庖舗は，現在でもなお同

じ場所・建物でほとんど変わらず事業を継承

し続けている。また明治時代創業の庖舗も大

部分を占めており，同様に現在までほぽ同じ

事業を継承し続けているところがほとんどで

ある。ただし，明治や大正時代の小野川舟運

で繁栄していた頃には，この地区にも舶来物

庖や回漕庖が1軒ずつみられる。その後，時

期は明確でないが舟運消失とともに姿を消し，

それぞれ別の業種となっている。舶来物庖の

方は，事業主が現在まで代々同家系であり，

江戸時代の記録で鉄物を取り扱っていた関係

か，現在では金物屋となっている。対して回

漕庖の方は，外からの移入者が新しくクリー

ニング屋を聞いている。

また，大正 3(1914)年の記録と現在との

聞に若干の変化がみられる。これは，既述し

たような中心地の移動により，庖舗が駅前商

庖街に移動したことによる。その跡地は現在，

駐車場や民家になっている。また，当該地区

の衰退や時代不相応による需要減により廃業

に陥ったところもみられる。現在では空家の

ままの所もあるが，外からの移入者により飲

食居や美容室など新しい業種が聞かれた所や，

事業所となっている所がみられ，老舗と混在

しながら町並み景観の一部をなしている。ま

た，最近では観光地化の中で土産品を取り扱

う所もみられる。

いずれにせよ，ほとんどの盾舗が江戸・明

治時代から長年にわたって変わらずに事業を

継承しており，歴史的価値の高い空間を形成

していることが実証される。

(2) 近年における老舗事業の継承性

佐原の歴史的景観を構成している要素の中

でその核となっているのが，先祖代々にわた

って事業を継承してきた町家形式の老舗であ

る。従って，老舗の動向は，今後の町並み形

成の方向性および構造の変容にまで深く関わ

ってくるのではなかろうか。ここで，このよ

うな老舗を対象に，最近10年くらいの商業活

動の実態や，今後の継承性に関する調査を試

みた問。なお，老舗の定義付けは一般化され

ているとは言い難いが，ここでは便宜的に建

造物に即して，佐原の景観を特色づける江戸

時代から昭和初期頃までに創業した庖舗とす

る。調査対象庖舗は43軒，うち江戸創業14軒，

以下明治15軒，大正3軒，昭和初期11軒であ

り，その分布は香取街道沿いに集中してい

る36)。表3は調査結果をまとめたものである。

ほとんどの庖舗は，従来からの経営内容を継

承している。それゆえ時代の変遷の中でその

需要が低下し，軒並み経営規模が縮小してお

り，今後の経営方針も現状を維持していくこ

とがやっとという状況である。香取街道沿い

の若干の庖舗では，既述したように観光客を

対象とした経営内容への転換(民芸品，土産，

郷土資料，文化品など)や，従来の継承事業

に前述したような内容を複合化した庖舗，さ

らに，それに伴う事業革大および法人化など

が見られる。しかし，小野川沿いでは立地条

件の不利もあり，近年廃業を予定していると

ころも見られる。

次に各庖舗における事業主の年齢構成を見

ると， 60代が最も多く41.9%を占める。以下

40代が18.6%，70代と50代が共に16.3%，80 

代が4.7%，30代が2.3%となっており，高齢

者の割合が比較的高いのがうかがえる。しか

し，次世代の後継者がまだ決まっていない所，

あるいは全くいない所が67.4%もあり，後継
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表3 佐原における老舗の現状(1998年)

地区名

橋新本

新

下

宿

宿
下

分

本

橋

本 本

上

宿
仲

町

回
宿

岸j町11 
巨車町

創業 取扱品目

明治 呉服・綿・みやげ物
江戸 そば屋
江戸 書籍・雑誌・教科書
明治 畳材料・みやげ物
昭和 日本酒専門
昭和 生花
明治 医薬品
明治 陶器
大正 菓子製造
江戸 住宅設備
昭和 婦人服
大正 事務用品・紙製品
江戸 建築金物・一般鋼材
江戸 洋装生地販売
明治 金物
明治 陶器・漆器・硝子器
江戸 菓子
明治 婦人洋品
昭和 毛糸・製品
江戸 寝具
江戸 茶
大正 眼鏡

昭和 洋品
江戸 薬
明治 建築資材
江戸 荒物雑貨
江戸 雑穀・海藻・乾物類
明治 障害者作品展示販売
昭和 家具販売
明治 文具・事務機・納品
昭和 化粧品
明治 薬品
明治 米穀・住宅設備
明治 石油製品
昭和 陶器・切絵・その他
昭和 果物
江戸 新鮮魚
昭和 帽子・袋物・製造
明治 米穀類他・灯油等
江戸 醤油・偲煮・漬物

明治 陶磁器
昭和

肥酒類料・米穀江戸

最近10年の経営規模変化

今後の経営方針

後継者の有無

現在の職住関係

今後の住み継ぎ

(注)現地調査により作成。

取扱品物の変動
経営規 経営

後継者
模変化 方針

呉服→みやげ物が加わる • • O • • O 
マ • O 

畳材料→みやげ物が加わる マ 口 A • • A • • A 

.→マ • × 
マ • ム
マ ム ム

家伝漢方薬→住宅設備機器販売 • 口 O 
マ • A • • ム

家庭金物→建築金物・一般鋼材 • • O 
マ 口 O 
マ • ム
マ • ム
マ • ム• 口 O 
マ • 6. 

綿→寝具 • • ム
マ • O • • ム• • ム
マ • ム

建材業のみ→建材業・みやげ物 マ • A • • × 
マ • ム• • ム
マ • A • • ム

雑貨→化粧品 マ • × • • O 
レンタン・薪・炭→住宅設備 • • O • • A 

時計・宝石底→ギャラリー • • O 
マ • ム• • O • • O • • A 

醤油醸造→佃煮・漬物製造販売 マ • A 

マ × × 
配達が6割→地酒を主に底売6割

. マ •• 
O 
A 

-拡大・変化なし縮小マ

・事業主主大 口他業種へ進出 ・現状維持 ×廃業予定

O有 A未定 ×無

.職住一致 。職住近接 ..職住分隊

。完了 O可能ム未定一非居住

職住 住み

関係 継ぎ• ム• 正三• ム
。 。• ム• ム• O 
。 。• ム• 。• 。

O • ム

O • 。• 。• 。
。 A • O • A • A 

。 。.. • 。• O • ム• 。• 。
企• 。• ム• ム

O 。

。 。

。 ム

• 4P 
O 
ム

• 4' 
。
ム• O • 。• O 

• 4b 
。
。

者不足も深刻である。またこれらのほとんど

は，町家などの一角を庖舗として職住一致の

形態をとっており，併用住宅を形成している。

しかし，住み継ぎの状況もまだ未定の所が

37.2%もあり不安定である。理由は子世代の

就業離れが顕著であり，子世代の結婚などに

際して世代別に居住を分離する傾向が強まっ

ていることによる。

このように，長年佐原の町を支えてきた老

舗であるが，その継承性は非常に不安定な現

状であることが認められる。

V.むすび

本稿では佐原における歴史的町並みの形成

過程について，伝統的建造物と商業活動の変

遷過程を通して考察し，同時に町並み保存の
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現状についても検討した。以下に結果を述べ

る。

佐原の歴史的町並み景観を規定している要

因として，蔵造りに代表される伝統的建造物

と，長年継承されてきた老舗を中心とした商

業活動があげられるが，今日まで地域的に多

様な展開をしてきた。それらは歴史的背景と

密接に関係している。具体的には当該地区の

商業中心としての機能消失や，交通体系の変

化による舟運の消失などである。前者は香取

街道および小野川沿いの，佐原の古くからの

町並み景観を残存させた。後者は小野川沿い

の商業機能を消滅させ，香取街道沿いとの経

済的格差を顕著にした。現在小野川沿いの町

並みは，局所的に古い建造物が点在してはい

るが，かつての舟運依存の厨舗はほとんど廃

業し，住宅地と化している。香取街道沿いに

は，中心性を失ったとはいえ，長年事業を継

承し続けてきた老舗が多く残り，それが原動

力となり建造物も原型をとどめているところ

が多い。ただし，多くの老舗において継承困

難な状況が認められ，後継者の確保が深刻な

問題となっている。

現在では町並み保存の対象として両地区が

含まれ，修景事業や観光地化が模索されつつ

あるが，香取街道沿いでは観光客の受け入れ

体制が伝統的事業の継承とうまく共存して展

開されており，生きた町並みが形成されてい

る。また部分的な小規模修景によって昔なが

らの景観を取り戻しつつあり，歴史的価値が

高い。対して小野川沿いでは，商業活動こそ

盛んではないが，修景事業によって徐々に景

観連続性を取り戻しつつある。とはいえ，一

般住宅の建て替えなど大規模な修景が目立ち，

実質は擬装的な空間になりつつある。

本稿では佐原の歴史的町並みの形成過程と

その地域的特性について，比較的景観として

表出しやすい建造物と商業活動の 2点を指標

に検討し，結果的に香取街道沿いと小野川沿

いの町並みにおいて，明確な性格の違いが見

出された。しかし，これだけで佐原の歴史的

町並みの特性を規定することはできない。今

後は，住民の社会生活や祭礼などの伝統的行

事といった，表出しにくい部分にも目を向け

る必要があろう。また町並み保存地区として

は，佐原はまだ萌芽期であり，今後重伝建地

区制度が機能するとともに，景観修景に向け

た顕著な動向が推測される。その際，先の内

容を含めた追跡調査を今後の課題としていき

たい。

(千葉大学大学院)
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本稿の作成にあたって千葉大学教育学部地理
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